
例　８ 便所

整備基準 解　説 望ましい水準
利用者の利用に供する便所を設ける場合には、そのうち１以
上（男子用及び女子用の区別があるときは、それぞれ１以
上）は、次に定める構造とすること。
ただし、別表第１の８（（５）の施設に限る。）及び用途面積が
200㎡未満の同表の８（（６）の施設に限る。）に掲げる公共的
施設は、この限りでない。

(1)便所内に、車椅子使用者用便房を１以上設けることとし、
当該車椅子使用者用便房及び当該便房が設けられてい
る便所は次に定める構造とすること。

(1)ただし、用途面積が300㎡未満の別表第１の３（（２）の施
設に限る。）に掲げる公共的施設並びに用途面積が500
㎡未満の同表の８（（６）から（11）までの施設に限る。）及
び11（（４）の施設に限る。）に掲げる公共的施設において
は、この限りでない。

○便所が設けられている階の
便房の総数が200以下の場
合はその1/50以上、総数が
2 0 0 を 超 える場 合 は その
1/100に2を加えた数以上の
車椅子使用者用便房を設け
る。

〇車椅子使用者用便房を複数
設ける場合は、1以上にオスト
メイト用設備を設ける。

〇車椅子使用者は、通常のオス
トメイト設備では高さが合わ
ず使えないことがあるため、
便座の背もたれに水栓を付
けたオストメイト簡易型水栓
設備の併用も検討する。

●便所内に、車椅子使用者が円滑に利用
できる車椅子使用者用便房を1以上設け
る。

●異性介助の場合に配慮し、少なくとも1以
上の車椅子使用者用便房を、男女が共
用できる位置に設ける。

→図「□車椅子使用者用便房の例」（82頁）
を参照

≪左欄記載施設≫
◆「別表第１の８((５)の施設に限る。)及び用

途面積が200㎡未満の同表の８((６)の施
設に限る。)に掲げる公共的施設」：コンビ
ニエンスストア、用途面積200㎡未満の薬
局

≪左欄記載施設≫
◆「用途面積が300㎡未満の別表第１の３  

((２)の施設に限る。)に掲げる公共的施設
」：用途面積300㎡未満の診療所(患者の
入院施設がないもの)

◆「用途面積が500㎡未満の同表の８((６)か
ら(11)までの施設に限る。)及び11((４)の
施設に限る。)に掲げる公共的施設」：用途
面積500㎡未満の薬局、物販店舗、飲食
店、キャバレー等、サービス業店舗、学習
塾等、劇場等

●（１）~(3)の便房及び便所は兼ねることが
できる。

→図「□多様な利用者の円滑な利用に向け
た便房の設備（機能）の分散配置」（80
頁）を参照

○排泄介助が必要な障害のあ
る児童、成人等の脱衣、おむ
つ交換等のため、男女が共
用できる位置に、1以上の大
型ベッド付き便房を設ける。

〇大型ベッドは、介助のしやす
さや転落防止、緊急時の出入
りを考慮した位置に設ける。

Ⅲ．整備基準の解説
解説の見方・読み方

「整備基準」：　　 川崎市福祉のまちづくり条例施行規則で規定されている基準です。
「解説」：　　　　 「●」で始まる文は、整備基準のより具体的な内容及び整備基準の根拠・説明です。

≪左欄記載施設≫という見出しで「◆」で始まる文は、整備基準にあげられている公
共的施設の説明です。詳しくは、10~11頁の一覧表を参照してください。

「望ましい水準」：  整備基準を遵守した上で、障害者や高齢者をはじめ誰もが快適に利用できるよう、
より望ましい整備水準を「○」で始まる文で記載しています。　
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注）掲載されている図等は、「整備基準」や「その解説」「望ましい水準」等を理解しやすいように、
　　例示的に図解したものです。具体的な整備にあたっては、施設の目的、用途、構造などに応じて
　　工夫し、障害者、高齢者等がより利用しやすいよう、配慮をお願いします。
※「幅」とは、内のりのことであり、建築設計標準における「有効幅員」に該当します。

資料：「高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準（令和３年３月）」（国土交通省）ｐ2-134を加工して作成

引き残し

ペーパーホルダー
（１）キ●呼び出しボタン（FL+30cm程度）

（１）エ●L型手すり（便座高さ+20～25cm程度）

洗浄ボタン
ごみ箱

（１）エ●跳ね上げ
　　　  手すり

（１）エ〇手すり間隔
　　　  70～75cm

（１）エ 腰掛便座（床置式
　　   又は壁掛式便器）

便座の先端から縦手
すりは25cm程度

便座先端と同程度の
長さ

（１）オ 200cm以上

（１）カ●洗面器の下部に車椅子使用者
　　　  の膝が入るスペースを設ける　
　  

呼び出しボタン

（１）オ●車椅子使用者が360°回転できる
　　　  空間（直径150cm）
              設備等の下部をフットレスト等が
　　　  通過できる空間（床上高さ40cm
　　　  以上、奥行き20cm以下）を含む

（１）ウ●引き戸（可能であれば自動式）
          ●自動式引き戸の場合、施錠の操作
　　　   がしやすいもの

握りやすい引き手（点字表示）

袖壁があると戸の開閉がしやすい
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（１）キ●ペーパーホルダー、 便器洗浄ボタン、 呼び出しボタンは、  JIS S 0026に基づく配置

標識については 
14 を参照

配管収納スペース

ドア開閉ボタン

背もたれ

（１）カ〇フック等（１）カ●鏡

〇折り畳み大型
　ベッド

70cm以上

「図の配置」：　　原則として、基本となる図を上部に配置し、個別の整備基準を説明する図や写真をそ
の下に配置しています。

図中の記号等について（凡例）
（１）ア 説明文（ゴシック体） →「整備基準の該当する番号」と「整備基準」
●　　説明文（明朝体）　  →「解説」
〇　　説明文（明朝体）　  →「望ましい水準」
無印　説明文（明朝体）　  →「参考となる例示」「他の項目で規定された基準」等
無印　説明文（明朝体）　  →参照すべき「他の項目」                ○○については⑤を参照○○については⑤を参照

例　８ 便所
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